
(57)【要約】

【課題】　正孔を効率良く正孔輸送層へ注入する機能お

よびＥＬ発光層で発せられた光を取り出すための光透過

性、さらには電極として機能するための電気伝導性に優

れた透明導電膜からなる陽極を備えた有機ＥＬ表示素子

を提供する。

【解決手段】　透明基板、透明な陽極、正孔輸送層、発

光層および陰極を備えた有機ＥＬ素子であって、

　前記透明な陽極は、実質的にインジウムおよびジルコ

ニウムおよび酸素からなる透明導電膜であることを特徴

とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 明 基 板 、 透 明 な 陽 極 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び 陰 極 を 備 え た 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
ッ セ ン ス 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 透 明 な 陽 極 は 、 実 質 的 に イ ン ジ ウ ム お よ び ジ ル コ ニ ウ ム お よ び 酸 素 か ら な る 透 明 導
電 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 は 、 ０ ． ５ ～ ８ 原 子 ％ の ジ ル コ ニ ウ ム 、 ４ ０ ～ ５ ５ 原 子 ％ の イ ン ジ ウ ム
お よ び 残 部 が 実 質 的 に 酸 素 か ら な る 組 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ
レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ Ｅ Ｌ ） 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 は 赤 、 緑 、 青 の 各 発 光 色 が 得 ら れ る 有 機 固 体 に 陽 極 お よ び 陰 極 の 各 電
極 か ら そ れ ぞ れ キ ャ リ ア で あ る 正 孔 お よ び 電 子 を 注 入 し 、 そ の 注 入 さ れ た 正 孔 お よ び 電 子
が 再 結 合 す る 際 に 発 光 す る 現 象 を 利 用 し て 表 示 を 行 う 素 子 で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 は 、
ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ た 透 明 導 電 膜 を 陽 極 と し 、 そ の 上 に 正 孔 輸 送 層 、 Ｅ Ｌ 発 光 層 、 電
子 輸 送 層 、 陰 極 の 順 で 形 成 し た 構 造 を と り 、 Ｅ Ｌ 発 光 層 で 得 ら れ た 発 光 を 透 明 導 電 膜 で あ
る 陽 極 側 か ら 取 り 出 す 。 前 記 陽 極 に 用 い ら れ る 透 明 導 電 膜 材 料 と し て は 、 酸 化 錫 （ Ｓ ｎ Ｏ

2 ） 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム ド ー プ 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ： Ａ ｌ ） な ど
が あ る が 、 正 孔 の 注 入 効 率 、 膜 抵 抗 の 低 さ か ら Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 に 錫 を ド ー プ し た イ ン ジ ウ ム 錫 酸
化 膜 （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ － Ｔ ｉ ｎ － Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ： Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ） が 通 常 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 発 光 特 性 を 向 上 さ せ る 観 点 か ら 、 陽 極 で あ る 透 明 導 電 膜 に は 正
孔 を 効 率 良 く 正 孔 輸 送 層 へ 注 入 す る 機 能 お よ び Ｅ Ｌ 発 光 層 で 発 せ ら れ た 光 を 取 り 出 す た め
の 光 透 過 性 、 さ ら に は 電 極 と し て 機 能 す る た め の 電 気 伝 導 性 に 優 れ て い る こ と が 要 求 さ れ
る 。 正 孔 輸 送 層 へ の 正 孔 注 入 機 能 の 指 標 と し て は 、 仕 事 関 数 が 用 い ら れ る 。 仕 事 関 数 と は
、 固 体 表 面 か ら 真 空 中 に 電 子 を 取 り 出 す た め に 必 要 と す る 最 小 限 の エ ネ ル ギ ー で あ り 、 真
空 中 の 静 止 自 由 電 子 の 準 位 を 基 準 と し て 測 定 し た フ ェ ル ミ 準 位 の 深 さ に 相 当 す る 。 高 い 正
孔 注 入 効 率 を 得 る た め に は 、 高 い 仕 事 関 数 が 得 ら れ る 材 料 を 陽 極 と し て 用 い 、 陽 極 ／ 正 孔
輸 送 層 界 面 の 電 位 障 壁 を 小 さ く す る こ と が 有 効 と な る 。 通 常 、 陽 極 に 用 い ら れ る 前 記 Ｉ Ｔ
Ｏ 膜 は 光 透 過 性 と 電 気 伝 導 性 に 対 し て は 優 れ た 性 能 を 有 し て い る も の の 、 仕 事 関 数 は ４ ．
８ ｅ Ｖ 程 度 で あ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 特 性 向 上 に は さ ら に 高 い 仕 事 関 数 が 得 ら れ る 陽 極
材 料 が 必 要 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 正 孔 を 効 率 良 く 正 孔 輸 送 層 へ 注 入 す る 機 能 お よ び Ｅ Ｌ 発 光 層 で 発 せ ら れ た 光
を 取 り 出 す た め の 光 透 過 性 、 さ ら に は 電 極 と し て 機 能 す る た め の 電 気 伝 導 性 に 優 れ た 透 明
導 電 膜 か ら な る 陽 極 を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 は 、 透 明 基 板 、 透 明 な 陽 極 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び
陰 極 を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 透 明 な 陽 極 は 、 実 質 的 に イ ン ジ ウ ム お よ び ジ ル コ ニ ウ ム お よ び 酸 素 か ら な る 透 明 導
電 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 と 同 等 以 上 の 導 電 性 お よ び 光 透 過 性 を 有 し 、 さ ら に 高
い 仕 事 関 数 を 有 す る 透 明 導 電 膜 か ら な る 陽 極 を 備 え 、 高 効 率 か つ 長 寿 命 の 優 れ た 発 光 特 性
を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 は 、 図 １ に 示 す よ う に ガ ラ ス 基 板 １ 上 に 透 明 導 電 膜 か ら
な る 陽 極 ２ 、 正 孔 輸 送 層 ３ 、 Ｅ Ｌ 発 光 層 ４ 、 電 子 輸 送 層 ５ お よ び 陰 極 ６ を こ の 順 序 で 形 成
し た 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 は 、 実 質 的 に イ ン ジ ウ ム お よ び ジ ル コ ニ ウ ム お よ び 酸 素 か ら な る 。 こ の
透 明 導 電 膜 は 、 具 体 的 に は 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ Ｏ x ； 例 え ば Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 ） に 4価 の 価 数 を も
つ Ｚ ｒ を ド ー プ し た イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 で あ る イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 は 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 （ Ｉ Ｔ
Ｏ 膜 ） と 同 等 以 上 の 透 明 性 お よ び 電 気 伝 導 性 を 有 す る 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ
ｎ 2 Ｏ 3 ） に 錫 （ Ｓ ｎ ） を ド ー プ し た も の で 、 透 明 導 電 膜 材 料 で あ る Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 に Ｓ ｎ を ド ー
プ す る こ と で 電 気 伝 導 の キ ャ リ ア と な る 電 子 を 生 成 、 増 加 さ せ る こ と に よ り 高 導 電 性 を 得
て い る 。 こ れ は ３ 価 の Ｉ ｎ 原 子 の サ イ ト に ４ 価 の Ｓ ｎ 原 子 が 置 換 さ れ る こ と で 1個 の 電 子
が 生 成 さ れ る メ カ ニ ズ ム に 起 因 し て い る 。 前 記 イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 は 、 Ｓ ｎ
と 同 様 に 4価 の 価 数 を も つ Ｚ ｒ を Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 か ら 得 ら れ る Ｉ ｎ Ｏ x 膜 に ド ー プ し た 構 成 を 有 す
る こ と か ら 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 同 等 以 上 の 透 明 性 お よ び 電 気 伝 導 性 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 は 、 膜 中 の Ｚ ｒ 含 有 量 に よ り 光 透 過 性 、 導 電 性 、
仕 事 関 数 な ど の 特 性 が 大 き く 変 化 す る 。 導 電 性 は キ ャ リ ア 電 子 濃 度 と 電 子 移 動 度 の 積 で 表
せ 、 上 述 し た よ う に Ｚ ｒ を ド ー プ す る こ と に よ り キ ャ リ ア 電 子 を 増 加 さ せ る 。 こ の た め 、
Ｚ ｎ を 適 正 量 未 満 に す る と 、 導 電 性 の 優 れ た 透 明 導 電 膜 を 得 る こ と が 困 難 に な る 。 一 方 、
Ｚ ｎ が 適 正 量 を 超 え て 過 剰 に ド ー プ さ れ る と 、 Ｚ ｒ は Ｉ ｎ と 置 換 さ れ ず 不 純 物 と し て 膜 中
に 存 在 し キ ャ リ ア 電 子 の 移 動 度 を 低 下 さ せ る た め 、 結 果 と し て 導 電 性 を 劣 化 さ せ る 虞 が あ
る 。 ま た 、 Ｚ ｒ の 過 剰 の ド ー プ は 膜 中 の Ｉ ｎ や Ｚ ｒ の 金 属 成 分 の 酸 素 に 対 す る 比 率 を 高 め
る た め 光 透 過 性 の 劣 化 も 生 じ さ せ る 虞 が あ る 。 仕 事 関 数 に つ い て は 、 Ｚ ｒ の 含 有 量 の 増 加
に 伴 っ て 増 大 す る 傾 向 を と る 。 以 上 の こ と か ら 、 イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 中 の Ｚ
ｒ 含 有 量 が ０ ． ５ ～ ８ 原 子 ％ 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ８ ～ ４ 原 子 ％ 、 イ ン ジ ウ ム 含 有 量 が ４
０ ～ ５ ５ 原 子 ％ 、 よ り 好 ま し く は ４ ５ ～ ５ ０ 原 子 ％ で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 は 、 例 え ば Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 タ ー ゲ ッ ト を Ｄ Ｃ 放 電 さ せ 、
Ｚ ｎ Ｏ 2 タ ー ゲ ッ ト を Ｒ Ｆ 放 電 さ せ る 多 元 タ ー ゲ ッ ト の 使 用 に よ る ス パ ッ タ 成 膜 す る 方 法
を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の Ｚ ｎ Ｏ 2 タ ー ゲ ッ ト を Ｒ Ｆ 放 電 さ せ て ス パ ッ タ を 行 な う 際
、 そ の タ ー ゲ ッ ト へ の 投 入 電 力 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 Ｚ ｎ の ド ー プ 量 を 制 御 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 に 用 い る 陽 極 を 構 成 す る 透 明 導 電 膜 は 、 実 質 的 に
イ ン ジ ウ ム お よ び ジ ル コ ニ ウ ム お よ び 酸 素 か ら な り 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 （ Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ） と
同 等 以 上 の 透 明 性 、 電 気 伝 導 性 、 さ ら に Ｉ Ｔ Ｏ 膜 に 比 べ て 大 き な 仕 事 関 数 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ Ｏ x ； 例 え ば Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 ） に 4価 の 価 数 を も つ Ｚ
ｒ を ド ー プ し た イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 か ら 構 成 さ れ 、 Ｚ ｒ 含 有 量 が ０ ． ５ ～ ８
原 子 ％ 、 イ ン ジ ウ ム 含 有 量 が ４ ０ ～ ５ ５ 原 子 ％ で あ る 時 、 透 明 性 、 電 気 伝 導 性 に 優 れ 、 大
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き な 仕 事 関 数 を 発 現 で き る 。 特 に 、 Ｚ ｒ 含 有 量 が ０ ． ８ ～ ４ 原 子 ％ 、 Ｉ ｎ が ４ ５ ～ ５ ０ 原
子 ％ の 時 に 仕 事 関 数 ５ ｅ Ｖ 以 上 、 比 抵 抗 ２ ． ３ × １ ０ - 3 Ω ・ ｃ ｍ 以 下 、 可 視 領 域 （ 波 長 ４
０ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ ） で の 光 透 過 率 ８ ０ ％ 以 上 と 良 好 な 特 性 を 有 す る 透 明 導 電 膜 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 特 性 を 持 つ 透 明 導 電 膜 か ら な る 陽 極 は 、 そ の 大 き な 仕 事 関 数 を 有 す る こ と か
ら 正 孔 を 効 率 良 く 正 孔 輸 送 層 へ 注 入 す る こ と が で き 、 か つ Ｅ Ｌ 発 光 層 で 発 せ ら れ た 光 を 良
好 に 透 過 し て ガ ラ ス 基 板 か ら 取 り 出 す こ と が で き 、 さ ら に は 電 極 と し て 良 好 に 機 能 さ せ る
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 こ の よ う な 透 明 導 電 膜 か ら な る 陽 極 を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子
は 高 効 率 か つ 長 寿 命 な ど の 優 れ た 発 光 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 （ 実 施 例 １ ）
　 ガ ラ ス 基 板 上 に マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ リ ン グ を 用 い 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 ） タ ー
ゲ ッ ト と 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ Ｏ 2 ） タ ー ゲ ッ ト を 同 時 に 放 電 さ せ る こ と に よ り イ ン ジ
ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 を 形 成 し た 。 タ ー ゲ ッ ト サ イ ズ は 、 Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 い ず れ
も 直 径 ５ イ ン チ で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 は コ ー ニ ン グ 社 製 商 品 名 ； １ ７ ３ ７ の 基 板 を 用 い た 。
使 用 し た ス パ ッ タ リ ン グ 装 置 は 、 一 つ の チ ャ ン バ ー 内 に 複 数 の ス パ ッ タ カ ソ ー ド を 有 し 、
同 一 チ ャ ン バ ー 内 に て Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 タ ー ゲ ッ ト と Ｚ ｒ Ｏ 2 タ ー ゲ ッ ト を 同 時 に ス パ ッ タ 放 電 さ
せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 タ ー ゲ ッ ト は 、 Ｄ Ｃ 放 電 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 タ ー ゲ ッ ト は
Ｒ Ｆ 放 電 と し 、 Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 放 電 投 入 パ ワ ー を Ｄ Ｃ ４ ０ ０ Ｗ に 一 定 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 放 電 投 入 パ ワ ー
を Ｒ Ｆ ０ ～ ４ ０ ０ Ｗ で 変 化 さ せ た 。 以 下 に ス パ ッ タ リ ン グ 条 件 の 詳 細 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 多 元 ス パ ッ タ 条 件 ＞
　 　 ・ ス パ ッ タ ガ ス ： ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、
　 　 ・ ス パ ッ タ ガ ス 流 量 ： ２ ４ ｓ ｃ ｃ ｍ 、
　 　 ・ ス パ ッ タ 圧 力 ： ０ ． ５ ７ Ｐ ａ 、
　 　 ・ 放 電 パ ワ ー ： Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 ； Ｄ Ｃ ４ ０ ０ Ｗ （ 放 電 電 圧 － ２ ９ ５ Ｖ 、 放 電 電 流 １ ． ４ Ａ ）
、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｚ ｒ Ｏ 2 ； Ｒ Ｆ ０ Ｗ ～ ４ ０ ０ Ｗ 、
　 　 ・ 基 板 温 度 ： 室 温 、
　 　 ・ 膜 厚 ： ８ ５ ｎ ｍ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 ス パ ッ タ リ ン グ 条 件 に て 形 成 し た イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 に お い て 、 Ｚ ｒ
Ｏ 2 放 電 投 入 パ ワ ー と 膜 中 の Ｚ ｒ 含 有 量 お よ び Ｚ ｒ ／ Ｉ ｎ 組 成 比 と の 関 係 を 図 ２ に 示 す 。
膜 中 元 素 の 定 量 に は 、 Ｘ 線 光 電 子 分 光 装 置 （ Surface Science Instruments社 製 商 品 名 ；
Ｓ Ｓ Ｘ － １ ０ ０ ） を 用 い た 。 な お 、 測 定 を 行 う 際 に は 予 め 膜 表 面 を Ａ ｒ イ オ ン で ス パ ッ タ
し 、 表 面 汚 染 を 除 去 し て 測 定 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 比 較 例 １ ）
　 ガ ラ ス 基 板 上 に 以 下 の ス パ ッ タ リ ン グ 条 件 に よ り Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を 形 成 し た 。 使 用 し た ス パ ッ
タ リ ン グ 装 置 は 、 実 施 例 １ で 用 い た も の と 同 じ で 、 タ ー ゲ ッ ト に は ９ ０ ｗ ｔ ％ Ｉ ｎ 2 Ｏ 3 －
１ ０ ｗ ｔ ％ Ｓ ｎ Ｏ 2 の 焼 結 体 タ ー ゲ ッ ト を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ ス パ ッ タ 条 件 ＞
　 　 ・ ス パ ッ タ ガ ス ： ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） ＋ 酸 素 （ Ｏ 2 ） 、
　 　 ・ ス パ ッ タ ガ ス 流 量 ： Ａ ｒ ； ２ ４ ｓ ｃ ｃ ｍ 、 Ｏ 2 ； ０ ． ５ ｓ ｃ ｃ ｍ 、
　 　 ・ ス パ ッ タ 圧 力 ： ０ ． ５ ７ Ｐ ａ 、
　 　 ・ 放 電 パ ワ ー ： Ｄ Ｃ ５ ０ ０ Ｗ （ 放 電 電 圧 － ２ ７ ０ Ｖ 、 放 電 電 流 １ ． ８ ５ Ａ ） 、
　 　 ・ 基 板 温 度 ： 室 温 、
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　 　 ・ 膜 厚 ： １ ２ ０ ｎ ｍ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ で 成 膜 し た イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 お よ び 比 較 例 １ で 成 膜 し た Ｉ Ｔ Ｏ
膜 の 仕 事 関 数 お よ び 比 抵 抗 を 図 ３ 、 光 透 過 率 を 図 ４ に 示 す 。 な お 、 仕 事 関 数 は 大 気 圧 光 電
子 分 光 装 置 （ 理 研 計 器 製 商 品 名 ； Ａ Ｃ － １ ） を 用 い て 測 定 し た 。 比 抵 抗 は 、 四 探 針 抵 抗 測
定 器 （ 共 和 理 研 製 商 品 名 Ｋ － ７ ０ ５ Ｒ Ｍ ） に よ り 測 定 し た シ ー ト 抵 抗 と 膜 厚 の 積 か ら 算 出
し た 。 光 透 過 率 は 、 分 光 光 度 計 （ オ リ ン パ ス 社 製 商 品 名 ； Ｏ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｐ １ ０ ０ ） を 用 い 、
ガ ラ ス 基 板 分 の 透 過 率 を 除 い た 膜 の み の 透 過 率 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ か 明 ら か な よ う に 実 施 例 １ の イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 は 比 較 例
１ の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 に 比 べ て 比 抵 抗 が 同 程 度 で あ る が 、 仕 事 関 数 が 大 き く 、 か つ 光 透 過 率 が ４ ０
０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ の 短 波 長 域 で も 高 い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 に 、 実 施 例 １ の イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 に お い て Ｚ ｒ Ｏ 2 Ｒ Ｆ 放 電 パ ワ ー が
２ ０ ０ Ｗ の ス パ ッ タ 条 件 の と き （ Ｚ ｒ 含 有 量 ； １ ． ３ ５ 原 子 ％ 、 Ｉ ｎ 含 有 量 ； ４ ７ ． ７ ８
原 子 ％ ） 、 比 抵 抗 が 最 小 の ７ ． ４ × １ ０ - 4 Ω ・ ｃ ｍ と な り 、 こ の と き 仕 事 関 数 は ５ ． ３ ７
ｅ Ｖ 、 光 透 過 率 は 可 視 領 域 全 体 で ８ ０ ％ と 良 好 な 特 性 が 得 ら れ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 画 素 部 の 断 面 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 Ｚ ｒ Ｏ 2 放 電 投 入 パ ワ ー と イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 中 の Ｚ ｒ 含 有 量 お よ
び Ｚ ｒ ／ Ｉ ｎ 組 成 比 と の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 お よ び 比 較 例 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 仕 事 関
数 お よ び 比 抵 抗 を 示 す 特 性 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の イ ン ジ ウ ム － ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 膜 お よ び 比 較 例 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 光 透 過
率 を 示 す 特 性 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ … ガ ラ ス 基 板 、 ２ … 陽 極 、 ４ … Ｅ Ｌ 発 光 層 、 ６ … 陰 極 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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